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かこさとし（加古里子）の科学絵本に関する一考察 
－主要な科学絵本作品を中心に－ 

  
A Study on Satoshi Kako’s Scientific Picture Books for Children 

– Focusing on major scientific picture books – 
   

 宮 川 晴 美* 
              Harumi MIYAKAWA 

  
  
要  約 日本の絵本の歴史を作った一人と言える絵本作家かこさとしは、作家活動において数多くの科学
の絵本を製作している。本稿では、まず作家活動において科学絵本がどのように作られていったのかを述べ
る。次に、かこさとしの主要な科学の絵本数冊を例としてあげ、その内容や編集者の話などにより、表現方
法の特徴を明らかにする。かこさとし自身の科学絵本観も述べる。またかこさとしの科学絵本の読者の声を
収集し分析も行った。 

 キーワード：かこさとし，科学絵本，子ども 
  
Abstract Satoshi Kako was a picture book writer who was one of the creators of the history of Japanese picture 
books. Kako produced many scientific picture books while active as a writer. First, this paper will describe how 
science picture books were created while the writer was active. Next, using several of Kako’s major science picture 
books as examples, this paper will identify the characteristics of the way in which Kako expressed himself based on 
conversations with its contents and editors. Kako’s own view of science picture books is also described. Opinions of 
readers of Satoshi Kako’s science picture books have also been assembled and analyzed. 

 Key words：Satoshi Kako, scientific picture book, young children 
  
  

はじめに 

絵本作家かこさとし（加古里子）は，今年の『ミ
リオンぶっく』（トーハン 2020）に累計で 100 万部
以上発行された絵本として掲載されている『からす
のパンやさん』『はははのはなし』の作者である。
かこさとしは数々の賞を受賞し，2011 年に 85 歳で
国際アンデルセン賞画家賞に日本代表としてノミ
ネートされた。60 年に及ぶ作家活動で 600 以上の
作品を残し日本の絵本の歴史を作った一人とされる。 
 本研究の目的は，作家活動の中でどのように科学
絵本を残していったのか，工学博士でもあるかこさ

としの 200 冊以上の科学絵本のうち，10 巻シリー
ズ8作品（前回の紀要で述べた）１）を除く主要な科
学絵本を中心にその表現方法の工夫とかこの科学絵
本観を抽出し，またインタビューを行った編集者の
話や，かこの科学絵本作品の読者の声の記録を視野
に入れ，かこさとしの科学絵本の特徴を明らかにす
ることである。 

１．かこさとしの作家活動における科学絵本 

かこさとしは「自分の作品歴に区切りをつけると
するならば」として，第 1期～第 4期 2）の 4期に分
けている。それは子供会を中心として紙芝居をやっ
ていた 1950年代（第 1期），福音館を中心に絵本作
品を作っていた 1960年代（第２期），科学絵本の依
頼を受けるようになり作るのが 1960 年代後半から
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1970 年代（第 3 期），総合的なもの，立体的なもの
をまとめておきたいとひそかに思っている 1980～
1990年代（第 4期）の４期である。 
 本稿では，かこが区分した各期に従い絵本作家と
してデビューした第 2 期から第 4 期の 1990 年代ま
でとそれ以降の生涯を閉じるまでの科学絵本におけ
る作家活動と主な科学絵本についてを述べる。 

1－1．1960 年代の作家活動（第 2期） 
1963 年，産経児童出版文化賞大賞を受賞した作

品『かわ』に対して，かこは「僕が最初に描いた科
学絵本は『かわ』でした。」3）と述べている。「『か
わ』は，編集者の松居さんが「観察絵本キンダー
ブック」という戦前の絵本で石原玉吉さん作の『カ
ハ』を持って来られたのがきっかけとなって生まれ
ました。」4）と言うものであり「水」がテーマのこ
の一冊は，かこにとって科学絵本の基本の作品とな
りその後の作品へとテーマが発展していく。 
福音館書店からデビュー作の『だむのおじさんた

ち』（1959）に続いて『ゆきのひ』（1966），『たい
ふう』（1966），『あなたのいえわたしのいえ』
（1969）が刊行される。そして本格的な科学絵本
『海』（「福音館の科学シリーズ」5）１作目）を作る
ことになる。 

1－２．1970 年代の作家活動（第 3期） 
福音館書店「かがくのともシリーズ」にて『でん

とうがつくまで』（1970），『はははのはなし』
（1970），『どうぐ』（1970），『ごむのじっけん』
（1971），『だんめんず』（1973）などを刊行する。
1975 年には「福音館書店の科学シリーズ」（図１）
2作目『地球』を刊行した。1978年「福音館書店の
科学シリーズ」3作目『宇宙』を刊行する。 

1960 年から 1970 年にかけての作品は，子どもに
伝える科学の内容がどんどん高度になっていくのだ
が，難解にならずに小学生でも読めるよう文章に気
を使っていることがわかる。デビュー作の『だむの
おじさんたち』では人の生活に欠かせない「水」の
供給元としてダムの建設現場を描き，その「水」の
流れを『かわ』という作品に引き継いでいる。 

1－３．1980～1990 年代の作家活動（第 4期） 
1985 年に『ならの大仏さま』（福音館書店），

1990 年に『ピラミッド』（偕成社）が作られる。

「福音館書店の科学シリーズ」4 作目『人間』
（1995）は，人間の祖先から書きおこして歴史的
な文化活動や科学的なアプローチを含め，内容が高
度で専門的な作品になっている。この『人間』に至
るまで，テーマは「水」から始まり「海」「地球」
「宇宙」につながり，それらに影響を受ける我々
「人間へ」と物語のように関連しながら絵本作りが
なされている。 

1996 年に『小さな小さなせかい』『大きな大きな
せかい』（共に偕成社）を刊行する。この『小さな
小さなせかい』には科学の専門用語も多数使われ
ノーベル物理学賞にあった「ニュートリノの質量」
にも及び，大人が読んでも難しい内容を子どもにも
わかるように，問いかけと物語る文章で書かれてい
る。 
『ならの大仏さま』と『ピラミッド』は共に世界

遺産であり，かこさとしの主要な科学絵本として後
述する。かこは作家としてこの 20 年間で，科学絵
本を福音館書店の「こどものとも」や「かがくのと
も」シリーズなどで子ども向けの小作品を作りなが
ら，本格的かつ専門的な科学絵本を作り続けたので
ある。 

1－4．2000 年以降現在までの作家活動 
2002 年瑞雲舎から『海をわたり夢をかなえた土

木技術者たち』，2003 年に『ドイツ人に敬愛された
医師・肥沼信次』，偕成社から『太陽と光しょくば
いものがたり』（2010）そして 2011年『万里の長城』
（福音館書店）と，小・中・高校生にまで参考にな
るような専門的な科学の絵本が出されている。『太
陽と光しょくばいものがたり』については偕成社の
編集者へのインタビューにより，この本の製作過程
についての話を聞いており後述する。 

2016 年に『絵巻じたてひろがるえほん かわ』
（福音館書店）が刊行される。そして 2018年 11月
遺作となった『みずとはなんじゃ』（小峰書店 
2018）が刊行された。 

2000 年代では，2018 年に至るまでかこは，科学
の絵本で土木工学，医学，自然科学，化学，歴史学
など様々な分野を扱った作品を作った。作家生活
40 年を過ぎて集大成ともいえる『万里の長城』を
作成している。これも世界遺産で，ちょうどエジプ
トの『ピラミッド』と日本の『ならの大仏さま』を
つなぐ経路に位置するところの作品となっている。 
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かこさとしは科学絵本のテーマについて 60 年間
にわたり内容を増やしたり変化させたりして，深く
テーマの追求を行っている。例えば，「水」をテー
マに『かわ』（1962）から，『海』（1969）へさらに
『うみはおおきい うみはすごい』（「かこさとしの
自然のしくみ地球のちからえほん」農山漁村文化協
会 3 巻 2005）へ，そして遺作となった『みずとは
なんじゃ』（小峰書店 2019）まで繋がっているので
ある。 
 なぜかこさとしは 60 年にわたり継続して科学絵
本を描き続けたのか。それは，かこが工学部出身で
工学博士，技術者という科学者であることが，科学
の絵本を書くことを出版社から期待されたのであろ
うことは想像に難くない。しかし最初は自分から希
望して科学絵本を描いたのではなく出版社から勧め
られいろいろ自分で市場の科学絵本を調べるうちに，

子どもの本質を知った科学者として，真に子どもに
必要な方法で科学を絵本で伝えることを，それまで
にない科学の絵本として次々に考慮して出した作品
を世に送り出したのである。 

２．かこさとしの主要な科学絵本について 

ここでは主要な科学絵本として，科学絵本で唯一
のミリオンセラーとなっている『はははのはなし』
と，福音館書店の科学シリーズ『海』『地球』『宇宙』
『人間』の 4冊と，世界文化遺産の『ならの大仏さ
ま』『ピラミッド』『万里の長城』の 3冊について，
また編集者の話を聞いた『太陽と光しょくばいもの
がたり』の合計 9冊について子どもにどのように伝
え，どのような手法を使って表現されているかを述
べる。 

 

 
Fig.1 From Satoshi Kako’s major science picture books 

 

2－1．『はははのはなし』（福音館書店 1970 Fig.１） 
この絵本は各ページの最後の文章がかならず問い

かけで終わり，ページをめくるごとにその答えが用
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意されているという子どもに語りかける Q and A式
の文で構成されている。そして「歯」と「ははは」
という笑いをかけて最後は笑って終わるところは，
独特のユーモアを感じさせる絵本である。かこの漫
画風の絵で子どもに丈夫な歯と丈夫な体の関係を，
子どもに語りかける文章(例えば疑問形：～います
か？どうして～なるのでしょう？思いませんか？な
ど)と具体的な絵により描かれている科学絵本であ
る。「子ども」と「食べ物」と「歯の様子」を，
ページをめくるごとに物語として繋がるように描か
れている。そして「歯」の絵本で医学の分類に属す
る科学絵本である。なぜ虫歯になるのか，丈夫な歯
と丈夫な体の関係などが子どもに語りかける文章と
具体的な絵により描かれている。本書は虫歯のある
子どもや歯磨きを嫌がる子どもたちだけでなく，す
べての子どもたちに歯について考えるきっかけを与
えることを目的としている。 
この他，虫歯についての絵本には「かこさとし 

からだの本」（童心社 2011）シリーズの中に『むし
ばミュータンスのぼうけん』がある。さらに 2010
年には「歯」のシリーズで『むしばになったどうし
よう』，『ぼくのハはもうおとな』『むしばちゃんの
なかよしだあれ』の 3冊を刊行した。これは『はは
はのはなし』の需要が多かったため，読者の要望に
応えて 30 年経った折に内容を増やしたのであろう。 

2－2．『海』(福音館書店 1969 Fig.１) 
『海』は，インターネット書店「アマゾン」の売

れ筋ランキングで 2017 年「海洋学」分野の第 1 位
６）となった。49 年前の絵本で現在まで読まれてい
る科学絵本は少ない中でこれは快挙なことといえよ
う。この絵本は小学低学年から自分で読める子ども
向けの絵本でありながら，中学，高校，大学でも参
考になるような専門的な内容が記載されている。内
容の深さに比して全文ひらがなとカタカナで書かれ
ているのは，小さな子どもにも読めるようにしたい
という，かこの姿勢がよく表現されている絵本に
なっている。 
かこは絵本の解説の所で海を絵本にしたいと思っ

たのは，ちょうど「かわ」という絵本を書き終えた
時だったと述べている。その時以来折に触れては本
を買い込み，海岸に行って構想をまとめたり専門の
先生に話を聞いたりしている。かこは専門の先生方
の話を聞き，個々の事実を調べるとまだまだ海は大

きく果てしなく，知っていることのあまりに少ない
事に気付き，あふれる資料に何度か計画が座礁しそ
うになったという。また解説で『「海は，未知で未
開拓な分野だからこそ，海の本が必要だし，子ども
たちに与える大きな意義が出てくるのではないか」
というはげましや「海という巨大で複雑多岐にわた
る対象を盲蛇におじず，手をつけられるのはあなた
のような専門外の人がいいんだ」というあたたかい
（？）おだてにのって』ようやく作られた本である
ことを述べている。 
かこは『海』において，海の生物や海底の様子，

産業としての漁業，海の地下資源や工場，また航海
の歴史的な流れにおける船とその名前を描くことで
海における今日的意義を考えられるように絵と文を
書き，生き物や海底産業における名前なども豊富に
書いて表現したのである。 

2－３．『地球』―その中をさぐろう― 
 （福音館書店 1975 Fig.１） 

地面の中は植物の根だったりアリの巣だったり，
木の根，井戸の地下の断面や，地中で育つ根菜の様
子，森の動物たちの地中の巣だったりでいっぱいだ。
やがて民家に来て，ビルの地下や，水道管，地下鉄，
地下街があったりする。また里山や山のふもと，海
辺，火山地層があり，地下の奥深くには，マグマが
あること，そして地球の断面や太陽の周りを回って
いる地球全体まで地上と地下の双方の描写を断面図
を取り入れて描いている。最後の場面の「ちきゅう
が どうしてうまれたかを しるには この ひろ
くて おおきな うちゅうが どんなふうにして 
できたかが はっきりしなくてはなりません。」と
いうひらがなの文章があり，それは次作の『宇宙』
を予測させるものとなっている。 
『地球』でとりあげられた，プレートテクトニク

ス論７）はかこが一番苦労した理論だそうだ。絵本
を描いていた当時はまだ仮説だったが，これ以外に
いい理論がなく地震のこと，火山のこと，その他い
ろいろな地球内部のことを説明するには，この理論
が一番妥当であろうと考えたという８）。この絵本は，
かこが「地球」というテーマにとりくみたいと考え
たとき，地表のさまざまなことの基盤，根源として
の「地球の内部」を描きたいと自然に思いたったと
解説で述べている。また科学の本というと，肩がこ
る，知識が覚えられる，学校の成績に役立つという
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ような意識が先に立ちがちだけれども，かこの場合
次の 3 点（１.おもしろいこと ２.総合的なこと 
３.発展的な内容）も解説で挙げている。 
 この『地球』の絵本をちょうど地面に興味を持っ
ている子どもの時に，親が気付いて提供したことに
より大人になって科学者になったという例があり後
述する。 

2－4．『宇宙』―そのひろがりをしろう― 
 （福音館書店 1978 Fig.1） 

『宇宙』は 1匹のノミから始まる。ノミがもし人
間ほどの大きさで同じくらい飛べたら，高くて大き
なビルもひととびにできることになる。虫のとぶ速
さ，動物のとぶ速さ，乗り物の速さ，ロケットの速
さ，人工衛星の速度そして光速度という単位で太陽
系，星，宇宙へと広がっていく。また宇宙にあるア
ンドロメダ星雲，ブラックホール，銀河系なども描
いている。 
「解説」でかこは，前作『かわ』『海』『地球』に

つづいてより大きなテーマを探しとりくみたいと思
い立ったのは，10 年も前ということを述べている。
題名を『宇宙』として調査にとりかかったものの，
このとてつもなく大きな主題に考えあぐねるばかり
だったという。累積する資料に埋もれ，混迷と頓挫
をくりかえすばかり，何度かうなされた夢の中で，
辛くも得たアイディアに夜半筆を走らせるというこ
とで，やっと辿り着けたと言った感があるとのこと
である。とてつもない時間，何億光年ということは
幼児や小学校低学年には理解しづらいことであろう。
いや大人でもこの書かれている『宇宙』をどこまで
理解できるのか怪しいところである。しかし現代社
会は人工衛星があることにより，衛星放送や GPS
機能などの恩恵を受け，また無人有人の宇宙飛行機
や宇宙ステーションにより，宇宙でのさまざまな観
測が行われ，人類に貢献するような発見も行われて
いるという点で，宇宙はとても身近なものになって
きているのである。 
 この絵本もページからページへ科学を物語って進
み，小さなこどもに読みやすいひらがなとカタカナ
で全文が書かれている。宇宙の様子は青を基調とし
た色の中に，現在わかっている事実を絵で表現して
いる。 
 最後の場面の文に，「この おおきな うちゅう
は にんげんが はたらいたり かんがえたり た

のしんだり するところです。」と書かれておりシ
リーズ最後の『人間』へ進むのである。 

2－5．『人間』（福音館書店 1995 Fig.1） 
この絵本では人間の始まりを宇宙の始まりからと

らえている。地球と海の誕生，はじめてできた生命，
魚類，植物，動物，恐竜と大絶滅，鳥類と哺乳類と
続く。そして子を産んでそだてる人間を胎児から成
人まで描き，人体（医学），人間の手と働く力（道
具・技術），知恵や知識のつみ重ね（学問），美しさ
を求める心（芸術），人間の集まりと社会の混乱
（歴史）など人間を総合的に描いているのである。
各専門分野の学者，医師らの意見をも反映させてい
る。この絵本に 17 年も時が費やされた理由として
かこは「あとがき」で「多くの学問の成果や資料か
ら得た『人間のすべて』を，細かく羅列列記する分
厚い図鑑集の形ではなく複雑で多岐にわたるならば，
それを簡潔明快に示しながら最も重要な点をゆっく
り画像と文章で繰り返し読者に伝える絵本形式とす
るため，いってみればそのための選択と圧縮に 10
年以上を費やしたことになります。」と述べている。 
 前作の 3作品の文はひらがなとカタカナで書かれ
ていたのに対して，この絵本は，漢字にルビを振る
形の文に変更している。この絵本はさまざまな学問，
生理医学，社会学，産業技術，民俗学，歴史学など
の多くの専門的な見地を入れていることが特徴とし
てあげられる。また絵本ではタブー視される性の描
写が，科学的見地から健康的に描かれているのも特
徴である。多くの場面の中に，歴史的な時間の経過
を盛り込む手法が見られ，１～８場面には年表も書
かれている。 
かこさとしの「福音館の科学シリーズ」4 作品は，

1 作目『海』を 43 歳で刊行してから 4 作目『人間
を』を 69歳で出し，準備に 10年以上かけているの
で，じつに 35 年以上かけて作った科学絵本の集大
成ともいえる。4 冊に共通する点として，絵本の後
ろに「解説」と「さくいん」を載せているほど専門
的な内容が含まれている点，4 冊共それぞれの専門
の学者や研究家に教示を求めている点，子どもを意
識してページからぺージへ，物語を続けていくよう
に時には問いかける文章，語り続ける文で書かれて
いる点，絵は場面ごとにその内容に関するさまざま
な物づくしで描かれている点などがあげられる。 
かこは，この 4 冊の『宇宙』(1978 )と『人間』
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(1995)の間に，『ならの大仏さま』（1985），『ピラ
ミッド』（1990）という大作を完成させている。そ
して，2011 年に 85 歳で『万里の長城』を刊行して
いるのである。この『ならの大仏さま』と『ピラ
ミッド』と『万里の長城』に共通するのは世界文化
遺産であることだが，なぜこの 3作を絵本にしたの
かまたどう表現しているかを次に述べる。 

2－6．『ならの大仏さま』 
 （福音館書店 1985 Fig.1）  

 表紙は大仏の頭部が横から描かれている大型絵本
（31×23 ㎝）である。全 38 場面からなり絵の他に
地図，グラフ，年表，建設の過程，大仏をめぐる歴
史上の人々のかかわりなどが書かれている。 
かこは「あとがき」でこの本を描いた動機を「どう
して大仏を立てたのかを明らかにしたい」と述べて
いる。そして次の 3 つのことを心掛けたという。
「１.広い科学的な立場で記そう ２．心や宗教のこ
ともふくめてのべよう ３．はっきり簡明に書こう」
と努めたと述べている。また東大寺や東京国立博物
館，文化財研究所，建設技術研究所，専門の学者ら
の教示を受けている。 
 「ならの大仏さま」は科学的な立場で描かれてい
る絵本ではあるが，かこさとしの科学絵本の中では
歴史や地理，考古学の描写が多く社会科学の分野の
絵本といえる。しかも本格的な社会科学であり大人
が読んでも手応え十分なこの絵本は，小中学校では
授業の調べ学習でも利用されている。 

2－7．『ピラミッド』―その歴史と科学― 
 （偕成社 1990 Fig.1） 

 大型絵本（29.5×23 ㎝）である。5 千年後の現在
まで世界最大の姿を伝えている大ピラミッドは，一
辺 230メートル高さが 147メートルで，作るのに 23
年かかり，のべ 9千万人分の働きが注がれたという。
3千年後の 1922年，イギリスの考古学者ハワード・
カーターが，この墓をみつけた。入口から棺まで
130 メートルもあって壁にはびっしり美しい絵や文
字で飾られていたが，大きな６つの部屋はからっぽ
で，宝物はみな盗まれ，石のひつぎだけが残されて
いるだけだったことに，学者たちは悔しい思いにか
られたのだった。 
この絵本はページごとに，年表や地図，歴史の戦

いの様子が漫画のようなカットで描かれ，ピラミッ

ドの建築場面や中の様子，収められた多くの宝物，
人形のひつぎなどが描かれている。ピラミッドの他
に，王家の谷や王妃の谷，アブシンベル大神殿，ネ
フェルタリ王妃の小神殿なども描かれている。 
 最後の場面にピラミッドには，次の 3つの流れ，
1．王の墓としてつくられた，エジプトの古王国と
中央国の時代。2．それが岩山の墓にかわった新王
国の時代。3．ふたたび王などの墓としてクシュ王
国でつくられた時代。という長い時代があったこと
が書かれている。また「あとがき」にこの絵本にこ
めた願いとして次の 3 つの点「1.総合的に真実を描
きたい。2.謎ではなく生きた歴史としてとらえたい。
3.固い考えを排し，意味あるものとしたい。」を述
べている。この絵本は 3人の専門の学者の指導を受
けている。 
『ピラミッド』は，人類の祖先であるナイル川流

域の文化文明のあった，古代エジプトにある世界文
化遺産である。かこはこの人類発祥の地に思いを馳
せて密かに資料集めをしていたのであろう，実際に
現地を訪ねてもいる。日本では縄文時代にあたる時
期である。かこが絵本に「ピラミッド」を選んだ理
由に，なぜどのように作られたか知りたいというこ
との他に，この地が人類の祖先であることが挙げら
れるのではないだろうかと推測する。 

2－8．『万里の長城』（福音館書店 2011 Fig.1） 
横長の大型絵本（23×31 ㎝）である。各場面に

はそれぞれの時代風景や人物の絵，建設状況，年表，
地図などが書かれている。また 11 の場面に小さい
クイズがあって，その答えが次のぺージ場面の中に
書かれている。最初の場面で，長城探検をした人の
紹介がありその地図が描かれている。長城の長さは，
約 2 万千㎞以上 9）2000 年もたっている長城はくず
れていたり，50�の砂漠の中だったりオオカミの群
れに出会ったり，けわしい山や崖を上り下りしたり
する。次の場面では 46 億年前の惑星から始まり生
物の進化，人類の祖先，黄河と長江の文化と文明，
戦国時代が書かれている。そして始皇帝が万里の長
城をつくる所が描かれている。 
 漢時代の技術や文化，外交，東西をつなぐ 3つの
道としてのシルクロード，長城はヨーロッパとアジ
アのかけはしとなったことなどが中国の歴史ととも
に様子が書かれている。明の長城工事は，300 年を
かけて行われた。「万里の長城の雄姿は，人間の意
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志と力によってたもたれてきたものであり，いまも
多くの労働者によって修理され保護されているので
ある。」と書かれているように気の遠くなるような
人々の営みが描かれていて，それを１ページごとに
豊富な内容を加え，そして子どもに好かれるクイズ
を盛り込みたくさんの絵と物語るように続く文章で
表現しているのである。 
 この絵本の絵は加古里子と中国の画家である常嘉
煌（じょう かこう）とで場面ごとに分担して描か
れているもので表紙，見返しの絵はすべて加古里子
の作となっている。 
 内容についての長城の建設工事の土木技術以外の
歴史，文化，地理などについては，社会科学を扱っ
ている作品である。かこが 85 歳で刊行したこの絵
本は，本格的な科学絵本としては最後の作品となっ
ている。 
以上『ならの大仏さま』『ピラミッド』『万里の長

城』の 3作品に共通する点は，建設工事がおこなわ
れ，建築技術や土木工学に関しては科学的内容を含
んでおり，かこさとしの他の科学絵本と比べて，歴
史や地理，政治経済，文化文明など，社会科学の分
野の内容が多く書かれていることがあげられる。そ
して 3冊共子どもから大人まで読み楽しめる，専門
的な深い事柄まで書かれており，福音館の科学シ
リーズ 4作品と同様，それぞれの項目における，専
門家の教示を受けながら作成されているのである。 

2－9．『太陽と光しょくばいものがたり』 
 （藤嶋昭・かこさとし共著 偕成社 2010 
  編集者の話を聞く） 

 地球にとどく太陽エネルギーを利用して役立てる
最新技術を「光しょくばい」で行うということを科
学絵本で表現したものである。著者の一人である藤
嶋昭が，水の中で太陽エネルギーを吸収する酸化チ
タンの，かたまりを水中に入れて光をあてると，酸
素と水素がでできたので驚いたところから始まる。
藤嶋の実験では電気をとおさないのに酸素と水素が
でできたのである。この酸化チタンに太陽の光をあ
てるといろいろなこと，インクの色を消したり油汚
れを酸化分解したり，ちょう親水性で車のサイドミ
ラーのくもるのをふせいだりする。 
 この絵本の特徴は，化学の実験を含む難しい内容
を小学生から理解できるように絵や図，表などを入
れて，易しく子どもに語りかけるように科学を物

語っているところである。この作品の他に偕成社か
ら，かこさとしの『大きな大きなせかい』『小さな
小さなせかい』『ダムをつくったお父さんたち』な
どがあり，難しい科学の学問の世界を，絵本にして
子どもに物語る形式で伝える表現方法を取っている。 
『太陽と光しょくばいものがたり』（偕成社）の

編集者（千葉美香）の話 10）を紹介するとともにか
こさとしの，科学絵本に対する姿勢や表現方法につ
いて考える。  
以下質問内容と（回答）1～5 1 .作品の完成まで

には，どのくらいの日数がかかったか。（約 1 年か
かった。）2 .かこさとしの科学絵本の絵や文には子
どもを意識したものが多く見られると思うが，この
作品で特に工夫していたのはどのような所と感じた
か。（最初に太陽の絵が描かれ，最後はこれからの
発展予想を思わせる絵にしている。かこさんは子ど
もが理解しやすい文章をわかっている。セツルメン
トの活動で大勢の子どもに接しているので，正しい
内容を子どもに理解できるような文にする能力を
持っていた。また自宅にはセツルメント活動で，子
どもが描いた絵を全部とってある。）3. かこさとし
の現行の絵は，最初から色が付けられているのかあ
るいは後から変えることもあるのか。（絵は水彩絵
の具と色鉛筆を使う。）4. かこさとしの作品の出版
にあたり，編集過程での出来事は。（編集は偕成社
で行われたり，かこの家に集まって話し合われたり
した。大学の複数の先生方と共同で作成した。編集
者側としては先生方と相談して，32 ページの Q&A
のコーナーを提案した。見返しを有効に使っている
作品である。）5. かこさとし自身の印象について。
（一言でいうと「広い視野」を持っていること。絵
本作りではページをめくるごとに次に続くような構
成，文章で子どもが興味を持った時に，掘り下げら
れるように工夫している。上から目線ではない表現
手法で子どもに伝えている。） 
かこさとしの信条は，子どもたちが「賢く，健や

かに育つ」ための手伝いということにある。この絵
本は小学校高学年以上を対象としているが，中学，
高校，社会人にも使われているという。社会人の例
としては，株式会社 TOTO で使用される「光しょ
くばい」の説明にこの絵本を使っているということ
だ。 
またかこさとしの科学は創作絵本にも生かされて

いるということである。『あかいありとくろいあり』
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（偕成社 1973）の絵本にある植物（菜の花）は
実物と同じ絵になっている。創作絵本であっても，
正しいものを作るという考えがあると思う。 
偕成社の千葉は，かこさとしの科学絵本や創作絵

本や単行本などを 15 年間にわたり編集を受け持っ
たという。何度もかこの自宅を訪れ編集の相談を
行ったということだ。 
 『太陽と光しょくばいものがたり』では専門の研
究者を訪ね，いろいろアドバイスをもらい時には専
門の学者とともに，かこの自宅に集まり編集会議を
したこともあったという。科学絵本には専門家の教
示と資料集めが欠かせないようである。 
以上の主要な科学絵本に於いてかこは，まず大量

の資料に加えて現地取材も行い，専門家の意見を参
考にして作り始める。表現法としては断面図で説明
する断面図法や，さまざまな生物や物を描き入れる
物づくし法，そして科学を子どもに問いかける文で
ストーリー性をもたせて，ページをめくるごとに語
る方法などがあげられ，小さい子どもだけでなく小
中高生の調べ学習に役立つ絵本，大人にとっても興
味深く読むことのできる幅広い年齢層で役に立つ科
学絵本となっている。 

３．かこさとしの科学絵本観 

 著書『絵本への道』に「私の科学絵本・知識絵本
覚え書」が載せられている。そこに，かこさとしの
科学絵本への考え方が述べられているので内容をわ
かりやすくするために，以下のように表にしてみた。 
 
Table 1 Satoshi Kako’s view of science picture books 

 

かこさとしは当時出版されていた子ども向けの科
学の本に欠けていると感じられた点を，3 つにまと
めて見解を述べている（Table.１）。そして自身の
科学絵本では，今までの本に欠けていると思われる
所を盛り込んで作成したということであった。 
かこは出版社から科学絵本の依頼を受けた時に，

当時入手出来る限りの子ども向けの科学の本や，理
科の図鑑を集めて読んでみた。その内容は科学の各
分野のすみずみにゆきわたっていて，感心するよう
な知識や事実が美しい絵や写真で述べられていたと
いう。それで最初はこんなに子ども向けのよい科学
の本がたくさんあるなら，今更勉強不足の自分があ
らためて本を出すことはないのではないかと思った
というのだ。 
 しかし仮にどうしてもかこさとしが，科学絵本を
出さなければならいのなら今までの本に共通して欠
けていた所，見落としている大きな所，無視されて
いる重要な点をもりこまなければいけないと考えた
のである。そういう点があるのだろうかと，かこは
もう一度集めた科学の本を読み返してみることにし
た。 
 かこは「私の科学絵本論のまとめ」11)に次の 3 点
を述べている。 
1. 科学絵本と普通の絵本との差，科学読物と他の児
童読物との差は，作者や編集者や出版社がその本
にこめた科学的な姿勢，科学的な考え方，科学的
な態度が他に比較して濃厚か多いかにかかわって
いるということ。 

2. もう一歩進んで，単に作者の意図や出版社の立場
だけではなく，読者への影響やよびかけを考え，
それを科学的に発展させ，建設的で積極的な思考
により，将来に向かって働きかけているか否かに
よって，科学性が多いかどうかを見きわめる必要
があること。 

3. 科学絵本や科学読物とそうでない本との違いは，
その作者が科学者であるかないかではなく，その
題材が科学的なものを，とりあげたかどうかでは
なく，その本が科学性を持った思想や哲学によっ
て貫かれ，読者にその合理性や整合性を通じ，建
設的な将来に向かうよう，働きかけているかどう
かにかかっているということ。 
かこは，科学絵本であるからには科学性を持った

思想や哲学によって貫かれ，読者に将来建設的に向
かうように働きかけなければならないということを，

　当時出版されていた子ども向けの 　　かこさとしが出した 　　　かこさとしの
　科学の本の問題点 　　科学絵本 　　　留意点

　第一   特殊な、例外の、通常でない植物 『たねからめがでて』 「子どもの科学の本
の形や機能や性質が、強く印象づけ （童心社） 　では大事な原則を
られてしまう。 （「植物は種から芽が 　先に、例外のことは
（例：オジギソウやハエトリソウのこと でて花が咲いてまた 　あとまわしにする。」
　が、かいてある本など。） 種ができてふえる」

という原則がある。）

　第二   現代科学技術水準の高さのとらえ方 『あなたのいえわたし 「科学技術は、一歩
が動的でない。 のいえ』、『どうぐ』  一歩積み上げ今日に
（子どもたちと共に、そうした本を見る （福音館書店）  至ったという、発展の
と、科学技術のすごさに、圧倒される 『ちえのあつまりくふう  把握の仕方が大事。」
だけになってしまう。） のちから』（童心社）

　第三 　 くわしい科学の本はたくさんあるが 『海』、『かわ』、『たい 「総合的な、科学的
それぞれの部分が、どう全体とつなが ふう』（福音館書店）  全体像をまとめる。」
り、しかも子どもと、どんな関係にあり 『ぼくのいまいるところ』
どんな点で大切なのかが、なかなか （童心社）
わかりにくい。
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彼の科学絵本観として述べているのである。 

４．かこさとしの科学絵本と読者の声 

2018 年 7～8 月川崎市市民ミュージアムにて「か
こさとしのひみつ展」12）が開催された。その中に
「かこさとしさんに おてがみをかこう！」コー
ナーがあり，かこさとしの長女鈴木万里に依頼して
この科学絵本に関する読者の声を送ってもらったも
ののうち，子ども自身の「おてがみ」はわずかで
あったが子どもの頃に読んだ，かこの科学絵本が今
の仕事に影響している大人の声や，親になって我が
子を読者としている何人かの声をまとめた。 
 
Table 2 Opinions of readers of Satoshi Kako’s Science 

Book (Children, In childhood) 

 
 

Table.２で，子どもの読者は①と⑦でどちらも，
かこの『たべもののたび』を好んでいる。②の大学
生は子どもの時に『かわ』を読んで現在，かこの著
書に再会したという。③の大人は，かこの「虫歯の
本」を小さい頃に読んで現在まで虫歯になったこと
がない。④⑤⑥の人たちは子どもの時に，かこの科
学絵本を読んでいてそれが現在の仕事に生かされて
いる。子どもの時に『はははのはなし』『むしば
ミュータンスのぼうけん』を読んで好きだった④の
人は，歯科衛衛生士になった。⑤⑥の人らは仕事で
子どもたちに，かこの本を読み聞かせているという
のである。 
次に子どもの時に，かこの絵本を読み影響を受け

た読者の声として，インターネットで見つけた科学
者の例をあげる。 
 
Table 3 Opinions of readers of Satoshi Kako’s Science 

Book (Scientists) 

 
 
インターネットの情報で子どもの時に，かこの

『地球』を夢中で読み大人になり科学者になった二
人の声が載っていた。ふたりとも現在の研究も「地
球」に関係するものなのである。２人に共通するの
は子どもの時ちょうど「地面」に興味関心を持って
いた時に周囲の大人（親）に加古里子の『地球』と
いう絵本を与えてもらったという点である。 

Table.3 の①の人は現在，理論物理学の理学博士
であり②の人は現在，大気水圏科学専攻の理学博士
となっている。①の人は，かこの科学絵本『地球』
に載っていた「モホロビッチ不連続面」という専門
用語がいまもそれは，物理学者である彼の心に居
座っているというのだから，まさにかこの言う「一
つの分野に隠れた才能や関心を持っている子どもの
心に火を付けたい」という思いが通じた例である。 

Table.4 では雑誌「月刊モエ」１3)に掲載された絵
本作家 3名の例をあげる。絵本作家による幼い頃の
思い出のかこさとしの絵本のうち科学絵本に関する
ところをまとめたものである。亀山は加古の『海』
を，鈴木は加古の『地球』をとりあげている。亀山
は子どもの頃，海で泳ぐのが好きで加古の『海』の
絵本から多くを学んだ。鈴木は，加古の『地球』か
ら断面図の手法をとらえて，断面図が気持ちいいと
感じ，子どもの飽くなき科学的探究心に正直に真面
目に向き合う姿勢を，この絵本から学んでいる。 

掲載場所 読者の声（子ども又は子どもの頃、現在とのつながり）

川崎 ①かこさん、いつも絵本、ありがとうございます。妹が「たべもののたび」が
ミュージアム 好きで何回もよんでました。（子ども）
（かこさとしさん
におてがみを ②子どもの時に読んだ「かわ」という絵本。大学生になって『科学者の目』で
かこう！ 再会。その後いろいろな科学絵本を関心事に応じて読んでいました。
コーナーより）

③小さい頃から、かこさんの絵本を何冊も読み今でも大好きです。「むしば
ちゃんのなかよしだあれ」が、とても怖かったおかげで、今年21歳になり
ますが虫歯はできたことがありません。

④子どもの頃、「はははのはなし」が好きで、幼稚園で何回も借りました。
今考えると、「はははのはなし」「むしばミュータンスのはなし」好きだった
から、興味がわいたのか、私は、歯科衛生士になりました。

⑤小さい頃から、先生の絵本が大好きで、だるまちゃんは私の友達の
ような存在でした。だるまちゃんだけでなく、体や歯や天気、宇宙にいたる
まで、生きる為に必要な糧をたくさんもらった気がします。作品はいつまでも
残るすばらしさ、大切に1冊1冊子どもたちに伝えたいと思います。（保育士）

⑥かこさとしさん、こんにちは。私は今日、奈良から来ました。小さい頃に
「はははのはなし」などたくさん、かこさとしさんの本を読んでもらって、
現在は、私が職場でかこさとしさんの絵本を読ませていただいています。

⑦私の3人の子どもたちが、特にお気に入りの「たべものの旅」この本が
好きなことで、子どもって楽しい簡単な話ばかり好むのではないんだ、と
初めて気が付きました。

インターネット ①子どもの時に、地面の下がどうなっているか気になって、庭を掘り返す
の情報より 小学生だった。ある日両親がこの絵本（『地球』）を僕に与えてくれたのは
（現在、科学者） 僕にとって奇跡だった。地面を掘り返して喜ぶ犬の絵の下部には、その

地面の下の断面図で、豊かな色彩と共に植物の根っこやアリの巣などの
様子がじっくりと描かれていて、僕は何十回も食い入るように見つめていた。
　最初のページの断面図は、地面から深さ15センチまで、ページをめくる
ごとに描かれる深さの、範囲がひろくなっていく。地面から4000メートル
までが描かれているページでは、小学生の僕の目は、紫色で描かれている
「マグマだまり」に釘付けになった。

　そんな科学絵本は、他にはなかった。今でもそうであるように思う。
　『地球』をよくみると、ひらがなで書かれた本文に加えて小さな漢字で
書かれた用語が、ぎっしりと並んでいる。高校の教科書にすら載っていない
「モホロビッチ不連続面」という専門用語を僕はこのときに覚えた。そして
今もそれは、物理学者である僕の心に居座っている。
（理学博士　理論物理学専攻）

②地面や地球の中のことに興味を持つようになった決定的なものに、幼稚園
に通っていたときに母が買ってきてくれた加古里子さんの『地球ーその中を
さぐろう』という絵本があります。どこが優れているのか、それは身近な題材
から次第にスケールを広げていくという手法によって、気が付くと夢中になり
読んでしまうような壮大な物語になっている点である。
（理学博士　大気水圏科学専攻）

https://honcierge.jp/articles/shelf_story/5086 （2018.10.13）
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 西巻は，親として我が子にかこさとしの絵本を読
み聞かせしている。『ことばのべんきょう』は言語
の分野で創作物語ではないので科学絵本の中に分類 

 
Table 4 Opinions of readers of Satoshi Kako’s Science 

Book (Picture book authors) 

 
 
するが，タイトルが学習書のようであるこの絵本を
西巻は，子どもに 3回読むというのは，場面ごとに
約 10～30 にもなる絵を指しながらその名前を読ん
でゆくということになる。幼児向けのこの絵本は，
かこの得意とする物づくしで描かれており，例えば
場面１には，「くまちゃんの いえの いちにち」
として，「しんぶんはいたつ」や，「ゆうびんうけ」，
家の「やね」「かわら」「えんとつ」「まど」「カーテ
ン」などが名前とともに絵が描かれている。場面
15 の「おつかい」「やおや」「さかなや」では，合
わせて 30 種類以上の野菜や魚介類の絵と名前が書
かれている。何でも知りたがり，並べたがる子ども
にとって，図鑑などはその代表だけれども，西巻の
子どもはいつもかこの絵本を抱えてくるという。か
この『ことばのべんきょう』という絵本は，西巻の
子どもにとって，至福の時間なのである。 

おわりに 

 本稿は，2018 年度家政学研究科児童学専攻の修
士論文より加筆修正したものである。 
 かこさとし（加古里子）の科学絵本は，子どもに
とって読みやすくまた読み聞かせも行いやすい。優
れた科学絵本として如何に工夫されているのか，
200 冊余りの科学絵本のうち今回は特に主要な科学

絵本を読み解くことと，作家活動における科学絵本
の製作状況やかこ自身の科学絵本観を知ることに
よって絵本作家かこさとしの科学絵本の特徴，表現
方法を明らかにすることを目的とした。 
 作家活動において最初の作品が「水」を主題とし
ており，その後の作品の中でも「水」に関連する絵
本が多い。そして遺作となった絵本が『水とはなん
じゃ』であったことから，かこは人のみならず生物
にとって必要不可欠な「水」のテーマを最も大切に
して子どもに科学絵本として提供していることがわ
かる。 
 この「水」から始まった福音館の科学シリーズの
4 冊『海』『地球』『宇宙』『人間』は幅広い年代層
に受け入れられる科学絵本となり，その表現方法は
子どもにわかりやすいようにひらがなとカタカナを
必ず書き入れてしかも，大人でも知らないような専
門用語もきちんと書き入れるという特徴を示してい
る。種類の豊富な絵とページをめくるごとに繋がる
物語のような文章で綴られているという手法を持つ。 
 さらに科学絵本の内容は自然科学のみならず社会
科学の分野の作品にまで及んでいる。エジプトの
『ピラミッド』中国の『万里の長城』そして日本の
『ならの大仏さま』を科学絵本として作品を残した。
その表現方法は自然科学と同様に子どもに親しみや
すい絵を入れてひらがなとカタカナで書き，そして
専門用語もたくさん盛り込んでいるのである。自然
科学で多く用いられた「断面図」の手法は社会科学
の絵本でも多くの場面で取り入れられていてわかり
やすい。社会科学の絵本だけの特徴はページに年表
を加えていることであろう。 
『太陽と光しょくばいものがたり』の編集者の話

では，かこの科学絵本の製作過程や工夫している表
現方法などについて聞くことが出来た。大量の資料
に加えて現地取材も行い，専門家の意見を参考にし
て作り，表現法としては断面図で説明したり，さま
ざまな生物や物を描き入れる物づくしであったり，
科学を子どもに問いかける文でストーリー性をもた
せて，ページをめくるごとに語る方法などがあげら
れ，小さい子どもだけでなく小中高生の調べ学習に
役立つ絵本，大人にとっても興味深く読むことので
きる幅広い年齢層で役に立つ科学絵本となっていく
過程を述べていた。Q and A コーナーのような編集
者と作家とのやりとりにより生み出される工夫があ
るということ。編集者から見たかこさとしの印象は

幼い頃の思い出の、かこさとしの絵本
（五十音順） 　　

亀山達矢   幼い頃から大切に持っている絵本、加古里子さんの『海』。0歳から水泳を
（tupera はじめた僕は、海で泳ぐのが何より大好きでした。こんがり焼けた手で、よく
tupera) 『海』を開いては、たくさんのことを学びました。
（絵本作家）

鈴木のりたけ   断面図が気持ちいい絵本『地球』の断面図の断面図。飽くなき科学的探究心
（絵本作家） は、続くよどこまでも。見たい知りたい覗きたいという気持ちに、正直に真面目

に、向き合う姿勢を、かこさんから学んだと思っています。

西巻茅子   かこさんの絵本を思う存分読んでもらった子供は幸せである。たとえば、
（絵本作家） 『ことばのべんきょう』 を三回読んでやるのは大人にとって苦痛だけれども

子供にとっては至福の時間らしい。私も家の子供たちが、いつもかこさんの
絵本を抱えてくるので、へとへとになりながら読んでやらなくてはならなかった。

　何でもかんでも知りたがり、並べたがるのが子供だ。知識と知恵の源なのだ
から、でもそうゆう本は他にもたくさんあるし、図鑑なんかはその代表だけれ
どもうちの子は、やっぱりかこさんの本なのである。

　おおらかな父さんが本気になって、子供と一緒にあそんでいるというのが
かこさんの絵本だ。遊びながら楽しみながら、子供たちは、安心して世界を
獲得していくのだ。
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一言でいうと「視野が広い」ということ。かこさと
しの信条は，子どもたちが「賢く，健やかに育つ」
ための手伝いということにあるということであった。 
 かこさとしは，如何に子どもに科学の気づきをも
たらす工夫を科学絵本の作品の中に入れたのか，主
要な科学絵本などから次のようなことが挙げられる
と思う。「断面図という手法を多く取り入れている。」
「絵本を読んだ子どもが大人になっても，書いて
あった事柄が役立つように最低でも 20 年は持つ内
容にする。」「自然科学だけでなく社会科学の分野
（歴史，地理など）も一冊の絵本の中に入れる描き
方。」「子どもに正確さを伝えるために，子どもの疑
問に答えて難しい概念や言葉から逃げずに書き加え
る。」「子どもが科学絵本を読むときに無理なく順を
追って理解できるように，興味や好奇心を喚起する
しかけが随所に描かれている。」「物尽くしの絵が描
かれている場面が多くある。（かこが必要と思う絵
をすべて書き入れようとするため）」「科学を子ども
に問いかけ，ストーリー性をもたせて語りかけると
いう手法を使っている。」というような特徴が明ら
かになった。 
 読者の声として一部分ではあるけれども現在自分
の子どもに，かこの科学絵本を読み聞かせている例
や，かつて子どもの頃に読んだかこの科学絵本が大
人になってからの仕事に生かされていることを見出
していた数名の声を見つけることができた。これら
は少数の資料による例ではあるが，かこさとしの科
学絵本が小さな子どもの頃に科学の気づきをもたら
した絵本ということが言えよう。 
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注 

１）2018 年度家政学研究科児童学専攻の修士論文
p.120 

２）加古里子『絵本への道』（福音館書店 1999）
ｐ.10 

３）加古里子『未来のだるまちゃんへ』（文藝春秋 
2014）p.236 

４）加古里子『絵本への道』p.150 
５）「福音館の科学シリーズ」（福音館書店）4 冊は
『海』（1969）『地球』（1975）『宇宙』（1978）
『人間』（1995） 

６）「海洋学」分野の第 1 位 https://www.amazon.co.
jp/gp/bestsellers/books/501008（2018.12.03） 

７）プレートテクトニクス論：地球表面が何枚かの
固い岩盤（プレート）で構成され，プレートが
異なる方向に動くことで地震や火山噴火などを
引き起こすとする説。 

８）文藝別冊「かこさとし」（河出書房新社 2017）
p.5 

９) 藤本朝巳『松居直と絵本づくり』（教文館 2017）
p.206 に，中国の新発表として 21000 ㎞以上にな
るとされている。 

１０）偕成社にて話を聞く。2018．9.4 
１１）加古里子『絵本への道』pp.103-104 
１２）「かこさとしのひみつ展」川崎市市民ミュージ

アム企画展示室１ 2018．7.7－9.9 
１３）「月刊 MOE（モエ）」白泉社  2017 3 月号 

pp.16-17 
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